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切除不能肝細胞癌に対するアテゾリツマブ＋ベバシズマブ併用療法の効果にかかわる因子、とく

に筋肉量との関連性 

 

泉 並木 武蔵野赤十字病院 院長 

 

切除不能肝細胞癌に対するアテゾリツマブ＋ベバシズマブ併用療法の効果にかかわる因子、特に

筋肉量の増減との関連について解析した。筋肉量は腰椎 L3 レベルの CT スキャンを筋肉の断面積

量で算出し、治療開始前と 6～14 週間目後を比較した。筋肉量が低下しない例では、低下例に比

較して無増悪生存率(PFS)が長いことが判明した。アテゾリツマブ＋ベバシズマブ併用療法中は

BCAA をはじめとした栄養療法と運動療法によって筋肉量を保つことが治療効果の改善につなが

る。 

 

A 研究目的 

切除不能肝細胞癌に対して、第一選択薬とし

てアテゾリツマブ＋ベバシズマブが広く用い

られているが、その治療効果と関連する因子は

明らかになっていない。肝細胞癌に併発する肝

硬変では筋肉量(skeletal muscle mass; SMI) の

減少が病態に関与することが報告されている

が、肝細胞癌の治療効果との関連は明らかにな

っていない。そこで、アテゾリツマブ＋ベバシ

ズマブ治療を行った症例について、筋肉量の変

化と治療効果の関連を検討した。 

 

B 研究方法 

（倫理面への配慮） 

切除不能肝細胞癌に対して、第一選択薬とし

てアテゾリツマブ＋ベバシズマブ治療を施行

した 32 例について、腰椎 L3 レベルの CT スキ

ャンによって、筋肉量の面積を算出してSMIと

し、治療効果との関連を検討した。筋肉量は、

治療前と治療開始 6～14 週間目に測定した。

SMI は L3 レベルの CT スキャン画像を用いて

Slice Omatic ソフトウエアによって測定し、日

本肝臓学会のガイドラインに準拠して男性≦

42cm2/m2、女性≦32cm2/m2 を pre-sarcopenia と

定義し、治療開始 6～14 週間目と比較して減少

していたか否かで区別した。治療開始後に造影

CT スキャンを行い、肝細胞癌に対する治療効

果は mRECIST 基準によって判定し、無増悪生

存率や肝機能、腫瘍マーカーとの関連を検討し

た。また、治療効果と腫瘍マーカーの推移、好

中球/リンパ球数比、腫瘍ステージとの関連に

ついて解析した。 

（倫理面への配慮）臨床試験の目的・方法、治

療の副作用、患者に関する個人情報の守秘義務、

患者の権利保護等について十分な説明を行い、

患者が熟考するに十分な時間と理解の後に書

面による同意を得たうえで臨床試験を遂行し

た（新 GCP に遵守）。既に医療保険が認められ

ている治療法においても上記に準じて書面の

同意書を得ている。 

 

C 研究結果 

SMI は 32 例中 18 例で減少しており、14 例

で不変であった。SMI 不変群と低下群で、無増



5 

悪生存率(PFS)を比較したところ、有意に不変

群の方が低下群より PFS が長かった（図）。 

 

図 SMI 低下例（赤）は不変例（黒）に比較して

有意に PFS が短い。 

 

D 考察 

 アテゾリツマブ＋ベバシズマブ併用療法は

第一選択薬としての効果が高いことが確認さ

れた。さらにこの効果を改善させるために、筋

肉量を保っておくことが重要である。切除不能

の肝細胞癌に対する薬物治療中には、栄養状態

をたもち運動など日常生活を指導していくこ

とが重要である。 

E 結論 

アテゾリツマブ＋ベバシズマブ併用療法は、

切除不能肝細胞癌の治療として有用であり、治

療中に筋肉量をたもつことが治療効果の改善

に重要であることが示された。 

F 健康危険情報 

特になし。 
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